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令和 6 年 9 月議会 一般質問 

問 1 

除
雪
対
応
に
つ
い
て 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、 

①

除
雪
す
る
予
定
除
雪
ル
ー
ト 

②

事
故
に
よ
る
市
の
補
償
等 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

① 
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
、
ど

こ
の
ル
ー
ト
を
除
雪
す
る
の
か

申
請
い
た
だ
い
た
場
所
。 

 

② 

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
除
雪
作

業
機
械
に
は
、
除
雪
時
の
事
故
に

備
え
損
害
保
険
を
掛
け
て
い
る
。

た
だ
し
、
除
雪
作
業
機
械
の
消
耗

品
の
修
繕
は
各
組
織
・
個
人
で
対

応
。
そ
の
他
の
修
繕
は
、
市
で
行

う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
所
有
除

雪
機
の
事
故
や
破
損
等
は
、
使
用

状
況
を
確
認
し
修
繕
を
市
で
行

う
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
か

都
度
判
断
す
る
。 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、今

年
度
、地
域
自
主
組
織
の
防
災
担
当
者

を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
、マ
イ
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
普
及
に
努
め
た
い
。 

高
齢
者
や
障
が
い
者
が
避
難
で
き

る
「
福
祉
避
難
所
」
の
受
け
入
れ
態

勢
は
十
分
か
？ 

回
答 

糸
原
幸
子 

健
康
福
祉
部
長 

 

災
害
時
の
避
難
者
の
受
入
れ
と
し

て
、市
内
で
２
８
か
所
の
施
設
と
福
祉

避
難
所
の
協
定
を
締
結
。
し
か
し
、
福

祉
避
難
所
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
普
段
は
高
齢
者
が
入
所
し
て
い

る
施
設
で
あ
り
、さ
ら
に
施
設
自
体
が

被
災
す
る
恐
れ
が
あ
る
。施
設
の
状
況

や
職
員
体
制
か
ら
受
入
れ
が
困
難
な

施
設
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
国
や
県
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
広
域
避
難
等
も

含
め
対
応
し
た
い
。 

各
地
域
自
主
組
織
に
設
置
し
た
除

雪
機
で
高
齢
者
や
要
支
援
者
宅
の

進
入
路
・
木
戸
道
の
除
雪
に
使
用

出
来
な
い
か
。 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

 

市
道
・
歩
道
等
の
公
有
地
の
除
雪
を

行
う
為
に
制
度
化
し
、そ
れ
に
併
せ
損

害
保
険
を
掛
け
て
い
る
。私
有
地
は
保

険
の
対
象
外
で
あ
り
、除
雪
は
お
断
り

し
て
い
る
。 

 
 

雲
南
市
で
は
、
現
在
お
住
ま
い

の
住
宅
の
除
雪
が
自
力
で
は
困

難
な
世
帯
の
方
に
対
し
屋
根
の

雪
下
ろ
し
・
避
難
路
の
除
雪
費

用
を
補
助
し
て
い
る
。 
 


 

「
除
雪
作
業
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
活
動
を
創
設
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
有
る
。 

 
※
市
に
木
戸
道
等
の
除
雪
の
為
、保
険

の
見
直
し
を
要
請
し
ま
し
た
。 

問 2 

災
害
対
応
に
つ
い
て 

は
、
大
型
扇
風
機
に
よ
る
温
度
調
節
・

午
前
中
に
授
業
を
行
う
な
ど
工
夫
を

行
っ
て
い
る
。空
調
設
備
は
有
れ
ば
助

か
る
が
、無
く
て
は
な
ら
な
い
と
は
考

え
て
い
な
い
。
島
根
県
内
を
見
て
も
、

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
は
ほ
と

ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。 

避
難
時
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
は
避

難
行
動
を
嫌
が
る
と
聞
く
。
そ
の

時
の
対
応
に
つ
い
て
。 

回
答 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

避
難
い
た
だ
く
場
所
は
、市
指
定
の

場
所
だ
け
と
は
限
ら
な
い
。自
宅
の
近

く
に
安
全
な
避
難
場
所
が
あ
れ
ば
、そ

こ
へ
の
避
難
は
適
切
な
避
難
行
動
と

言
え
る
。
家
族
で
相
談
し
、
適
切
な
避

難
所
を
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

市
道
や
歩
道
等
で
の
障
害
物
に
つ

い
て
。 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

 

毎
年
３
月
頃
、除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
実
績
報
告
を
い
た
だ
い
て
い
る
。そ

の
時
歩
道
や
構
造
物
の
修
繕
個
所
の

報
告
を
聞
き
、そ
の
年
の
１
２
月
ま
で

に
修
繕
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

歩道の構造物 

避
難
優
先
度
の
高
い
要
支
援
者
や

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
個
別
避
難

計
画
や
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作

成
状
況
に
つ
い
て 

回
答 

糸
原
幸
子 

健
康
福
祉
部
長 

 

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
を
含
め

避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
名
簿
登
録

者
数
は
約
１
,
６
０
０
名
。
こ
の
内
、

個
別
避
難
計
画
作
成
済
み
者
は
約
８

０
％
と
な
っ
て
い
る
。 

災
害
避
難
所
と
し
て
、
雲
南
市
内

の
小
中
学
校
の
体
育
館
の
冷
暖
房

設
備
は 

回
答 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

全
て
の
小
中
学
校
体
育
館
に
冷
房

設
備
は
無
い
。
災
害
時
の
冷
暖
房
・
発

電
機
は
、レ
ン
タ
ル
会
社
の
も
の
を
使

う
計
画
。 

回
答 

中
村
和
磨 

教
育
部
長 

 

小
中
学
校
体
育
館
の
避
難
所
と
し

て
の
冷
暖
房
設
備
の
運
用
は
レ
ン
タ

ル
を
前
提
と
し
て
い
る
。学
校
授
業
で 

避
難
所
で
の
食
料
確
保
に
つ
い
て 

回
答 

景
山
修
二 

防
災
部
長 

 

大
規
模
災
害
時
の
物
資
搬
入
に
つ

い
て
は
、必
要
な
物
品
の
要
請
と
な
る

よ
う
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

で
あ
る
た
め
、島
根
県
を
経
由
し
て
供

給
い
た
だ
く
。
大
規
模
災
害
時
は
、
３

˜
４
日
で
支
援
物
資
が
搬
入
さ
れ
る

と
想
定
し
て
お
り
、市
と
し
て
は
発
災

か
ら
３
日
程
度
の
食
糧
確
保
を
進
め

て
い
る
。併
せ
て
各
家
庭
で
の
非
常
食

の
備
蓄
に
つ
い
て
、周
知
を
進
め
て
行

く
。 

 

裏
面
へ
続
き
ま
す 

新
体
育
館
の
建
設
よ
り
、
今
あ
る

体
育
館
の
冷
暖
房
設
備
の
設
置
を

優
先
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 



    

問 3 

耐
震
対
策
に
つ
い
て 

住
宅
の
耐
震
補
強
は
高
額
で
あ

り
、
市
民
の
負
担
軽
減
策
は
有
る

の
か
。 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

木
造
住
宅
耐
震
改
修
助
成
事
業
と

し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
改
修
費
・

建
替
え
工
事
費
の
８
０
％(
上
限
１
０

０
万
円
)
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
る
。 

建
物
内
に
設
置
す
る
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
は
対
象
と
し
な
い
の
か
。 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

雲
南
市
に
は
無
い
が
、島
根
県
で
は

＂
し
ま
ね
長
寿
・
子
育
て
安
心
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
＂と
し
て
木
造
住

宅
の
一
部
を
耐
震
改
修
す
る
た
め
の

助
成
事
業
が
あ
る
。木
造
住
宅
の
一
室

を
耐
震
補
強
す
る
メ
ニ
ュ
ー
で
、工
事

費
の
１
／
４
(
上
限
３
０
万
円
)
の
助

成
と
な
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
島
根
県

建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
へ
。 

補
助
金
の
「
代
理
受
領
制
度
」
の
創

設
に
つ
い
て 

回
答 

小
村
利
之 

建
設
部
長 

施
工
業
者
等
が
、
申
請
者
(
建
物
所

有
者
等
)
の
委
任
を
受
け
、
補
助
金
の

受
領
を
代
理
で
行
え
る
制
度
。申
請
者

は
、工
事
費
等
と
補
助
金
の
差
額
分
の

み
の
負
担
と
な
り
、費
用
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。雲
南
市
で
こ
の
制
度
は
設
け

て
お
ら
ず
、
検
討
す
る
計
画
も
無
い
。 

９月議会では、令和 6 年度補正予算及び条例の改定、令和 5 年度決算を審査しました。令和 5 年度

決算は、前年度に比較し総収入は増えましたが、総支出が増えたことで実質収入は約４億円（令和４

年度約６億円）に減少しています。今後も厳しい財政運営が続きますが、その要因は、合併前に建設

した施設が老朽化したことで施設等の取り壊し・新築が計画されており、その殆どが借り入れによる

事業です。 

雲南市の借入（地方債）残高は、令和４年度３６７億円が令和１０年度には２９８億円となる計画で

す。減少しているように見えますが、貯金（基金）も減少しています。令和 4 年度約１００億円あっ

た基金を取り崩し、令和１０年度には 38 億円程度にする計画です。 

新たな公共投資は必要最低限に抑え、今有る施設を有効に活用する雲南市となっていただきたいと

思います。 

新規予算 

1.公共施設解体撤去事業 
補正額 1 億 9,443 万円 
旧市役所本庁舎の解体経費。跡地は当面、公共駐車場として利用。 

2.社会福祉施設整備費補助金 
総事業費１億 6,984 万円（日本財団補助金(申請中)1 億 1,792 万
円、よしだ福祉会負担 4,798 万円、補正額 394 万円 
社会福祉法人よしだ福祉会に隣接する住宅型有料老人ホーム部分
の増床費用（3 床から 6 床）。 

3.林業施設等解体撤去事業 
補正額 5,905 万円 
昭和 57 年建設の雲南市掛合農林産物加工場の解体撤去を行う。

 

4.宿泊・観光消費喚起物価高騰対策支援事業 
補正額 1,353 万円 
市内宿泊者を対象に宿泊及び市内観光施設等で使用できる「プレ
ミアム付うんなん観光券（5,000 円分が 3,000 円で購入可能）」
を販売。【販売期間】令和 6 年 10 月 12 日(土)～令和 7 年 1 月
5 日(日)【使用期間】令和 6 年 10 月 12 日(土)～令和 7 年 1 月
6 日(月)【販売場所】市内宿泊施設【使用場所】宿泊施設、道の駅、
観光施設、日帰り入浴施設、タクシー乗車。 

1.児童福祉施設整備事業 
補正額 975 万円/補正後予算 1 億 5,888 万円 
放課後児童クラブが未開設の佐世小学校区に、新たに児童クラブ
を開設する費用。 

2.林地崩壊防止事業 
補正後予算 6,040 万円万円 
令和 6 年 6～7 月の豪雨で被災した 5 箇所（市民が日常生活を営
む居宅の裏山）の早期復旧工事費。 

3.有害鳥獣捕獲奨励事業 
補正額 2,710 万円/補正後予算 6,143 万円 
鳥獣による農作物等への被害が拡大中（今後も駆除頭羽数の増が見
込まれる。）。予算を拡充し駆除に取り組む。 

4.道の駅さくらの里きすき活性化整備事業 
補正額１億 3,774 万円/補正後予算 1 億 9,918 万円 
令和 3 年度に道の駅さくらの里きすき、掛合の里が防災拠点自動
車駐車場に指定され、災害時に防災拠点として雲南市民の利用が
制限されることになったため、道の駅さくらの里きすきの隣接地
に公園・駐車場を整備造成する費用。 

5.教育施設等解体撤去事業 
補正額 6,130 万円/補正後予算 4 億 4,439 万円 
雲南市中央学校給食センターへの統合に伴い、使用中止となった
旧掛合学校給食センターの解体撤去工事費用。 

雲南市議会議員 梶谷佳平 

拡充予算 

6.教育施設等解体撤去事業 
補正額 2 億 1,120 万円/補正後予算 3 億 7,620 万円 
掛合体育館は、耐震診断結果から改修可能な施設だが、費用対効
果が見込めないため解体・新築する 
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